
 

１４６ 
 

人権：小中学生の保護者対象 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもは、多くの友だちとの関わり合いの中で成長します。その中で起きる「いじめ」に

ついて、あなたはどのように対応しますか。 

もし、あなたが和樹くんのお母さんで、「和樹くんが、悠くんをいじめている。」

と聞かされたら、あなたならどうしますか？ 

悠くん、さくらちゃん、和樹くんのお母さんは仲良しです。 

ある日、さくらちゃんのお母さんから、悠くんのお母さんに電話がありました。 

さくらちゃんのお母さん：「ねえ、うちの子が“最近、悠くんが和樹くんにいじめられてるよ”

って言うんだけど…悠くん、大丈夫？」 

悠くんのお母さん   ：「えっ？うちの悠は何も言っていないわよ…。」 

悠くんのお母さんは、心配になりました。 

あなたが悠くんのお母さんだったら、この後どうしますか？ 

１０-１ うちの子 大丈夫？ 

エピソード 



 

１４７ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 1 茨城県教育委員会発行 「平成 30 年度 家庭教育ブック つばさ P6」より転載 



 

１４８ 
 

 

 

 

 

 

  

資料 2 茨城県教育委員会発行 「平成 30 年度 家庭教育ブック P11 」より転載 



 

１４９ 
 

人権：小中学生の保護者対象 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日常会話の中で、偏見や差別につながる言葉について考えてみましょう。 

麻衣 ：「ねぇ。今度さ、子どもたちと一緒に買い物に行かない？」 

千絵 ：「行きたいね。来週の土曜日に行こうよ。」 

麻衣 ：「弘美も誘おうよ。彼女が来ると楽しいから。」 

千絵 ：「でもさぁ、弘美のところのお子さん、健太郎くんさ、障がい者じゃなかったっけ？ 

もし一緒について来たら、行ける場所が制限されちゃうよね。」 

あなた：「                      」 …Ａ 

千絵 ：「ところで、麻衣はどこに行きたいの？」 

麻衣 ：「ショッピングモール。」  

千絵 ：「そうなんだ。でもさぁ、ショッピングモール近くの駅や公園に、最近ホームレス 

がいるんだって。怖いし、気味が悪い。子どもたちがからまれたら嫌だから、行か 

ない方がいいと思うよ。」 

あなた：「                      」 …Ｂ 

麻衣 ：「じゃあ、うちの旦那も誘うよ。旦那をボディ―ガードにすれば安心でしょ？ 

荷物持ちにもなるし…。だからみんなで一緒に行こうよ。」 

１０-２ 会話の中に潜む偏見 

エピソード 



 

１５０ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

あなたがこのエピソードの会話に参加していたと仮定して、エピソード中の 

「あなた」の部分（Ａ・Ｂ）に、あなただったら、その時どのように話を続け

ていくか考えてみましょう。 

エピソードを読んで、差別や偏見につながるような会話の箇所はどこでしょ

うか。線を引いてみましょう。また、その理由も考えてみましょう。 

Ａ： 

 

 

Ｂ： 

このエピソード以外のことで、相手によっては不快感をもつ場合がある言葉

を考えてみましょう。 

 

 



 

１５１ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法務省の人権啓発活動の強調事項は下記よりご確認ください 

https://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken04_00005.html 

 

  

※ 毎年度、国（法務省）が定める人権啓発活動の強調事項「〇〇年度啓発活動年間強調事項」

（最新版）を参加者に配布すること。 

  

「人権」とは、「すべての人々が生命と自由を確保し、それぞれの幸福を追求する権利」

あるいは「人間が人間らしく生きる権利で、生まれながらに持つ権利」であり、誰にとって

も身近で大切なもの、日常の思いやりの心によって守られるものです。 

「人権」は、難しいものではなく、誰でも心で理解し、感じることのできるものです。 

資料 1 

「人権」とは 

法務省人権擁護局発行「人権の擁護」より引用 

茨城県人権啓発キャラクター 

ココロちゃん 



 

１５２ 
 

人権：小中学生の保護者対象 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなたの考える「普通」という言葉の意味は？ 「普通の○○」という言い

方で思いつく言葉は？ 

何人かで話をしていたとき、Ａ子が同性愛者について差別的なことを言いました。それに対して

Ｂ子が「そういう言い方は、良くないと思う。性のあり方はさまざまだから。」と言ったところ、

Ａ子に「もしかして、Ｂ子も同性愛者なの？」と聞かれたので、B 子は「違うよ、私は普通だけ

ど。」と答えました。 

「普通」という言葉、皆さんはどのようなときに使っていますか。 

普段なにげなく使っている言葉でも、使う場面によっては、相手が不快感を持つことがあ

ります。今回は「普通」という言葉を例に、人権について考えてみましょう。 

「普通」の意味 

 

 

 

「普通の○○」 

② この場合の「普通」の使い方について、気になる点はありますか？ 

１０-３ 

 

「普通」ということ 

① このエピソードにおける「普通」とは、どのようなことを指しているのでしょうか? 

エピソード 



 

１５３ 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃさんは知的障がいがある小学６年生。一緒に過ごしてきたクラスの友だちと同じ中学校に行く

のを楽しみにしています。 

あるとき、クラスメイトにからかわれたことがきっかけでパニックを起こし、教室の窓を割って

しまいました。ケガ人は出ませんでしたが、保護者会で問題になり、一部の人が、「Ｃさんのため

にも、普通の中学校はしんどいのではないか。」と言っていました。 

エピソード 

① 「普通の中学校」とは、どういうことでしょうか？ 

② 「普通の中学校」の使い方に気になる点、ひっかかる点はありますか？ 

※ 大阪府府民文化部人権室発行「人権学習シリーズ vol.7 みえない力 つくりかえる構造」を参考に作成 



 

１５４ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法務省の人権啓発活動の強調事項は下記よりご確認ください 

https://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken04_00005.html 

資料 2 

「普通であること」がいけないわけではありませんが、「普通であろうとすること」は、と

もすれば「普通でないもの」を明確にし、「差別」を生む場合があることに気付いたでしょう。 

これらを踏まえて、日常において自分の「差別」意識を考えてみるきっかけにしてほしい

ものです。 

※ 毎年度、国（法務省）が定める人権啓発活動の強調事項「〇○年度啓発活動年間強調事項」

（最新版）を参加者に配布すること。 

 

普通であること 

＂普通であること＂は、差別しないで生きていくことの保証なのだろうか。 

＂普通の世界＂では差別が起きることはないだろうか。 

＂普通であり続けようとすること＂で「わたし」は、差別しない人間として生きていけるの

だろうか。  (中略) 

 一般的で、どのような状況や場面にでもあてはまる＂普通＂など、どこを探してもない。

＂普通でありたい＂という思いは、おそらくは常に私たちを捉えて離さないだろう。 

しかし、その思いのなかにある＂普通＂とは、世の中でいろんな意味や基準から考えて 

＂外れている、あるいは外されている＂人々や現実の＂仲間入り＂をできるだけしたくない

という意志の表れなのである。(中略) 

＂普通であること＂は、決して私たちに＂差別しない＂保証を与えるものではない。むし

ろ、そこに安住することで、世の中にある差別は、確実に生き延びて、育っていくだろう。 

つまり、私たちが深く考えることなく＂普通に安住すること＂は、差別にとってこのうえ

なく良い＂肥やし＂となるのだ。 

大阪府府民文化部人権室発行「人権学習シリーズ vol.7 みえない力 つくりかえる構造」

より引用 

資料 1 平凡社新書 「差別原論 〈わたし〉のなかの権力とつきあう」好井裕明著より引用 

茨城県人権啓発キャラクターココロちゃん 



 

１５５ 
 

人権：小中学生の保護者対象 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P155～P158 は、著作物関係のため、ホームページの掲載はしておりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０-４ 
私だけの私らしさ 

あなただけのあなたらしさ 

自分にも「私らしさ」があるように、どんな人にも「その人らしさ」があります。 

お互いに「私らしさ」「あなたらしさ」を認め合えれば、みんなが楽な気持ちで幸せに生きられる

のではないでしょうか。そのことについて、皆さんで考えてみましょう。 

 

 

 

このプログラムは絵本を使ったプログラムです。 

著作物の都合上、ホームページの掲載はしておりません。 

 



 

１５６ 
 

 

 

 

 

P155～P158 は、著作物関係のため、ホームページの掲載はしておりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１５７ 
 

 

 

 

 

P155～P158 は、著作物関係のため、ホームページの掲載はしておりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１５８ 
 

 

 

 

 

P155～P158 は、著作物関係のため、ホームページの掲載はしておりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１５９ 
 

人権：小中学生の保護者対象 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０-5   言葉のもつ力 

時には誰かの人生を暗闇にしたり、時には誰かの人生を支えたりできる言葉の力について、

皆さんで考えてみましょう。 

今まで、あなた自身が傷ついた言葉や救われた言葉はありますか？ 

あなたの経験の中で思い出したことや感じたこと等、何でも大丈夫です。 

自由にお話ししてみましょう。 

 この作文の中で、気になったり、心に残ったことはどんなことですか？ 

 

「また明日。」（第 41 回 中学生人権作文コンテスト入賞作品） 

を読んでみましょう。 

 



 

１６０ 
 

 

 

 

 

 

 

 

法 務 省 人 権 擁 護 局 ・ 全 国 人 権 擁 護 委 員 連 合 会 主 催   
「 第 四 十 一 回 全 国 中 学 生 人 権 作 文 コ ン テ ス ト 」  入 賞 作 品 よ り 転 載  



 

１６１ 
 

 

 

 

 



 

１６２ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法務省の人権啓発活動の強調事項は下記よりご確認ください 

https://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken04_00005.html 

 

※ 毎年度、国（法務省）が定める人権啓発活動の強調事項「〇〇年度啓発活動年間強調事項」

（最新版）を参加者に配布すること。 

  

「人権」とは、「すべての人々が生命と自由を確保し、それぞれの幸福を追求する権利」

あるいは「人間が人間らしく生きる権利で、生まれながらに持つ権利」であり、誰にとって

も身近で大切なもの、日常の思いやりの心によって守られるものです。 

「人権」は、難しいものではなく、誰でも心で理解し、感じることのできるものです。 

資料 1 

「人権」とは 

法務省人権擁護局発行「人権の擁護」より引用 

茨城県人権啓発キャラクター 

ココロちゃん 


